
本誌で「検査室におけるインシデント・アクシデン

ト」を取り上げたのは，2006年の50巻4号だった．

各論としては，生理機能検査，輸血検査，微生物検

査，病理検査，血液・化学・免疫検査，それぞれにお

けるインシデント・アクシデントについて執筆いただ

いた．巻頭言は筆者が担当し，そのなかで触れた「日

本医療機能評価機構」が公表した報告書の内容につい

て再掲する．2005年の1年間で病院において，患者

に重い障害が残った重大な医療事故は1,114件にのぼ

り，原因別では，「確認を怠った」が事故全体の

14.4％でトップであった．そのほか「観察を怠った」

が12.2％，「判断を誤った」が11.7％であり，同機構

は「基本的な動作を徹底していれば防げたミスも多

い」と分析している．本号で司茂幸英先生が述べられ

ている循環機能検査インシデントの内容は誤記入

31％，依頼確認ミス26％であり，やはり基本的なミ

スでインシデントが発生している．

2006年の巻頭言にてもう1点，航空業界のインシ

デントレポートについて以下のことを述べた．「ちな

みに航空業界ではインシデントレポートの質と量を決

めるには5つの要因があるといわれている．①処罰に

対する保護，②機密の保持と匿名化，③レポートの収

集，分析を行う部門と処罰や人事管理を行う部門との

分離，④報告者や施設への迅速で，役立つ，理解でき

るフィードバック，⑤レポートが記入しやすく容易に

報告できること．

これらの考えを基本にしたシステムを医療界にも応

用したのがインシデント・アクシデントレポートであ

る．しかし，最近の航空業界おけるインシデント発生

は何が原因なのだろうか．アクシデントに繫がらない

ことを祈りたい．」5年前には航空業界にインシデン

トが頻繁に起こっていたが，幸いに航空事故(アクシ

デント)は発生しなかった．

このたびの2011年3月11日に発生した東日本大震

災で起こった福島の原子力発電所の事故については

「地震・津波は“天災”だが，福島原発事故は“人災”

だ」と言われている．東北地方では過去に869年の

“貞観地震”(M 8.4と推定)，1896年の“明治三陸地

震”(M 8.2～8.5)，1933年 の“昭和三陸地震”

(M 8.1)などがあり，巨大津波が襲っている．原発の

耐震安全性について議論した際に津波の専門家が大津

波の歴史に触れ，それ以上の津波発生対策について指

摘したが，東京電力側は「歴史上の地震で，耐震設計

上考慮する地震にならない」と述べ，指摘は反映され

なかったという．言い訳としては「100年に一度の想

定外の地震と津波」，「国民にはこれは避けられなかっ

た災害」と“天災”を繰り返しているが，原発事故に

関してはインシデントが起こっていたと思う．した

がって5月7日の新聞誌上では「浜岡原発，全面停止

へ! 東海地震備え，安全対策完成まで」と報じてい

る．今後30年間にM 8クラスの東海地震が発生する

確率が87％であるためやむを得ない対策と報じてい

る． (片山善章)
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「臨床検査」バックナンバー「今月の主題」一覧(第53巻第7号～第55巻第6号)

第53巻(2009年)

7号 唾液の臨床検査

8 漢方薬・生薬と臨床検査

9 脳磁図で何がわかるか？

10 血栓症と臨床検査

11 (増刊号)医療・福祉施設にお

ける感染制御と臨床検査

12 オートファジー

13 前立腺癌

第54巻(2010年)

1号 POCT，医療におけるその役

割

2 Helicobacter pyloriの診断と

臨床応用

3 骨髄増殖性疾患

4 広義のアポリポ蛋白

5 薬剤耐性菌制御の最前線

6 注目されるサイトカイン

7 排尿障害

8 未病を考える

9 糖尿病の病態解析

10 ファーマコゲノミクス

11 (増刊号)新時代のワクチン戦

略について考える

12 脳卒中

13 遺伝子検査の最近の展開―ヒ

トゲノム多様性と医療応用

第55巻(2011年)

1号 β-ミクログロブリン―その

多様な病因，病態と検査アプ

ローチ

2 腸内細菌叢

3 更年期医療

4 静脈血栓塞栓症と凝固制御因

子プロテインS
5 癌幹細胞と検査医学

6 脂肪細胞
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